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評価・臨床実習では、学生指導に対し養成施設では経験できない実践環境を安全に提供し、

学生のみならず職員にとっても、より一層の診療の理解を深める機会とする。診療参加型臨

床実習（Clinical Clerkship 以下 CCS）により学生対応を行い、臨床教育者(Clinical Educator 以

下 CE）その他当科の職員のマニュアルは下 に策定する。 

 

Ⅰ. 基本方針 

1） CEによる指導、助言のもとに評価・治療という一貫した治療行為、並びに記録、報告

ができるようになる。 

2） 学生の介入により、患者に不利益が生じないようCEが配慮し、学生の指導を行う 

3） CEは学生のよきモデル、共同学習者であることを認識する。 

4） CCS の場合はCEが学生介入の都度、患者の承諾を得る。 

 

CCS（診療参加型臨床実習）とは 

 日本理学療法士協会が教育ガイドラインで示した、臨床実習における教育形態である。こ

の教育形態の目的としては、学生が【見学ー模擬ー実践】を通じて臨床経験を積んでいくこ

とである。 

 

Ⅱ．実習指導体制について 

臨床実習生 1－2 名に対し、実習期間を通して主に臨書教育を担当する CE（臨床経験年

数 5年下上、登録理学療法士、臨床実習指導者講義受講者）を1名配置する。 

 

Ⅲ．実習開始前の確認事項 

 1）実習前電話対応以 

   集合以7以45 

   服装以平服 

   持ち物以ケーシー，上履き，昼食 

   駐車場以自動車通勤可、職員と同じ場所へ駐車，自転車は所定の駐輪場へ駐車 

   昼休憩以指導者の指示に従う 

   休日以CEと同じ勤務形態。日曜日は休日。特段の理由がある場合はCEに報告。 

実習時間以平日8以00～18以30 土曜日 8以00～13以00 （週40時間） 

2）学生ロッカー・ 駄箱の手配 

3）実習初日以ロッカー、 駄箱はCEもしくはほかの職員に依頼しておく。 



4）養成校の実習要綱を確認し、各実習期間中の養成校側の目的・目標を把握しておく。 

 

Ⅳ．実習開始時オリエンテーションで説明する事項 

・就業時間 

 平日7以45 リハビリ室集合 

   ８以00 診療開始 

   11以00～13以30 のうち1時間昼休憩 

   12以00～ 時間の合間をみて適宜、分担掃除、フィードバック 

   18以30 診療終了 

 

 土曜7以45 リハビリ室集合 

   8以00 診療開始 

   10以30～ 時間の合間をみて適宜、分担掃除、フィードバック 

   11以00～ 必要に応じて昼休憩３０分 

   13以00頃 診療終了 

 

 祝日8以00 リハビリ室集合 

   8以30 診療開始 10以30～ 時間の合間をみて適宜、分担掃除、フィードバック 

   11以00～ 必要に応じて昼休憩３０分 

   予約終わり次第 診療終了 

 

また、実習生の体調不良等の休みにはＣＥと相談する。 

・トイレ、荷物置き場、貴重品の管理、学生スペース、駐車場、病・院書籍の閲覧 

・感染予防（手指衛生、自分が感染源となりえることなど） 

・個人情報の取り扱い（カルテの閲覧・メモの処理・デジタル画像撮影の禁止）守秘義務

について 

・「医療人」「社会人」としての礼節や対応方法について 

  

Ⅴ．実習内容 

 CCSの運用のためレポートや症例報告はなし 

 提出物は養成校に従う 

 質問があった場合はCEが対応する。 

 当院は紙カルテであり、CEの監視 にて実習生は閲覧・記録できる。 

 見学実習以理学療法士の仕事、役割を実際に見ることができる 

 評価実習以「水準Ⅰ」に記載されている項目をCEの監視 で実施できるようになる。 

 総合実習指導以「水準Ⅰ」「水準Ⅱ」に記載されている内容をCEの監視 で実施できるよ



うになる。 

 

 

Ⅵ．学生の成績評価 

 各成績表に記載されている要領で評価 

 養成校の指針に合わせて対応し、不明な点は養成校に確認する。 

 提出物の期限を守れない場合や基本的知識や技術が向上しない場合は、一方的に学生の



責任にしない。 

 

Ⅶ．実習生の医療事故の対応 

1） 基本的に学生単独での患者対応は避け、CEが常に行動することで医療事故を防ぐ。 

2） 実習生が医療事故に遭遇した際は、直ちに周辺にいる病院スタッフに相談・対応し、

速やかにCEに報告する。CEは院長へ報告し、院内で協議する。 

3） 必要に応じて、学生保険の使用等の依頼があるため、養成校へ事故状況・協議内容を

報告する。 

 

Ⅷ．その他の注意事項 

1） 実習生は単独で患者を担当しない 

2） 患者見学の際はまずCEが患者へ実習生を紹介し、実習生のあいさつに移る。 

3） 実習期間中に継続して関りが予想される症例は、患者本人や家族に説明し承諾を得る

こと。必要ならば書面にて承諾を得る。 

4） 実習生において遅刻や無断欠勤等の社会人的なモラルの問題が生じた場合は、必要に

応じて学校へ報告すること 

5） 担当 CE において、実習生に対し指導者がハラスメントにならないようにすること。 

6） 臨床実習生、CE ともにストレスフルになりうるため、メンタルヘルスにケアに取り

組む。 

7） 実習生の欠席等については各養成校の臨書実習マニュアルに沿って対応する。 

 

 

  

 


